





















以下，次の順に述べる。作業の概要 (6.1. ) ，調査項目選定の基本方針 (6.2. )，共同研




























(1) WG組織 (2009(平成21)年7月 12日)
-今後の作業計画についての打ち合わせ





































印刷会社より『全国方言分布調査調査票』が納品されたのは 2010(平成 2)年 7月初






















































2009 (平成21)年 1月29日(日) 9:30"'17:00 
・会場:国立国語研究所 419打ち合わせ室


































• 2009 (平成 21年 10月:方言分布P開始
• 2009 (平成 21年 1月28日'"12月14日:WGによる本調査項目構築作業，調査結果デ
ータベース構築作業




• 2009 (平成21)年 12月初日:国研にて方言分布P全体打合会
.2009 (平成21)年 12月21日"'2010(平成2)年 l月7日:方言分布P全体打合会の内容
検討





































初年度8ヶ月間が 16地点， 2年目と 3年目は 192地点ずっとなりこれも臨地調査遂行可
能範囲と試算した。当初考案されていた 1500地点は，継続のプロジェクトでこの数に到達
させようという先々の計画も見越して立てた。

















































































































| ①全国 | 地域A I 地域B I 地域c I 

































準備調査と同じ項目が多いであろうが，準備調査項目の中からと限定することはせず， ( 1 ) 
かっ (2)の条件を満たすものを採用することにした。
以上の方針を 2009(平成 21)年 12月初日開催の全体打合会で説明し，その後共同研究者




2010 (平成 2)年 l月7日より本調査項目候補の検討を開始することにした。































































































年齢 -調査時点で 70代以上 0940(昭和 15)年代生まれ)※
-余人を持って代え難い場合は， 1950 (昭和 25)年以前までは許容(団塊の世
代は採用しない)。
※LAJ: 1903(明治 36)年以前生まれ， 1887 (明治 20)年以降生まれが希望的。
基本的に 60歳代で上限は設けない








































jレー ブP毎に分かれて，今後の作業方針について手順や方法を検討して， 2009 (平成 21)年 1
月29日の検討を終了した。
⑥ WGメールアカウントの取得と利用
打合会終了後に鑓水が手配して 2009 (平成 21)年 1月30日に WGのメールアカウント
が開設された。このメールアカウントに送信したメールはWG全員に転送されるシステムに
し，個別の作業でも WG全員が情報共有できるようにした。グループ内のやりとりの場合に









































































































調査地点!2010 (平成2)年7月 2013(平;・ LAJ:1957(昭和32)年 1964(昭和39)年の8年間に 2403地点
:成2-;
の2年8ヶ月の聞に500:地点。 i. GAJ: 1976(昭和 51)年一1983(昭和58)年の8年間に 807地点，
i均すと初年度8ヶ月は 15地:
;点，2年度と3年度はl問点。;
1地点調!1日 1 • LAJ :平均l:30~2:30 CLAJ解説ー方法-p30)。

















年齢 -調査時点で70代以上 0940(昭和 15)年代生まれ)※
-余人を持って代え難い場合は， 1950 (昭和25)年以前までは許容(団塊の世代は
採用しない)。
※LAJ : 1903 (明治36)年以前生まれ， 187 (明治20)年以降生まれが希望的。
基本的に60歳代で上限は設けない
GAJ : 1925 (大正 14)年以前生まれ，原則として60'"'"'75歳
性別 -男女は問わない。
・女性のデータを得る。男女差を確認する。話者を確保する。














































































































































































































































































































日韻 語葉 文法 合計
A項目 28 67 100 
B項目 2 59 82 














• 2010 (平成 2)年 l月30日""'31日 WG打合会での検討
・2010(平成2)年3月l日"'2日 間打合会での検討
• 2010 (平成 2)年3月6日""'15日 共同研究者への確認作業
・2010(平成2)年3月2日""'2 3日 全体打合会での検討













-日時:2010 (平成2)年 1月30日(土)13: 0"' 18: 0 
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まずは全体の構成を把握した上で 1つ1つの項目を順番に見ていった。 1列 分類J，













































M列 WGのコメント (201% 1/30-31) 
これを iF列 項目J，iG列 分類」の優先キーで並べ替え，音韻・語藁・文法の順に並
ぶようにし，その中も分類毎に並ぶようにした。 iL列 処置Jには次の事項を入力した。




















2010 (平成 2)年 3月6日である。全員への共通の連絡を行った後，共同研究者に別個，確
認質問事項を問い合わせるメールを送信した。質問に対する共同研究者からの回答は， WG 
メールアカウントに送信してもらうようにし， WG全員が把握できる状態にした。回答返信
























































































F 列 質問番号 準備調査での質問番号，もしくはLAJ/GAJでの質問番号。
-新規:新規項目として出されたもの。
G列 項目 「音韻Ji語葉Ji文法」の3つに分けた。
H 71J 分類 便宜的に付けた分類。文法項目の頭に付いている数字は並べ替えの
ための仮番号。
1 71J 調査項目名 便宜的に付けた調査項目名。
(分析対
象)
J 71J 質問文 現時点での質問文。細かい表現などは，配列順決定後に調整する。
K 71J 選択者コメ 選択者が複数いる場合は，コメントの頭に名前を付した。
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-質問 1: No 1， 2， 3， 4について
A1 (No2)でガ行鼻濁音の項目， A3 (No 1)で力行子音の項目を挙げていらっしゃいますが，これ
をやめて， No3， No4のようにするのはいかがでしょうか。
A1 (No2)の JP-18は， 1書かなしりという文法項目も併せ持っていましたが， 1項目 l調査焦点
という方針になりましたので， 1柿Jと「鍵」で聞いてはどうかと考えました。
この項目について，変更する場合は，新質問文もお作りください。
-質問2: No5， 6， 7について
A2 (No5)でタ行子音の項目を挙げていらっしゃいますが，これをやめて， No6， No7のようにす
るのはいかがでしょうか。















































1.大晦日[琉球:ツシヌユ一類， 1つごもりに対応J) (p. 201) 
2.本(書物)(琉球:ムチ類， 1書物」と対応。 GAJ1珍しい本ですね」と対照?】 (p.265) 
3.結(労働交換)【社会構造と連関する，琉球の特徴的語藁】 (p.266)
4.米{琉球:マイ類。杉村先生の候補JL-0301うるち」との関連】 (p.283) 




8.教える【琉球:ナラースン類， 1習わせる」に相当) (p.451) 
9.叱る【琉球:ユウン類， 1言う」に相当】 (p.453)





































































































・日時:2010 (平成2)年3月23日(火)9:05"'12:30， 13:15"'13:45， 16:00"'17:30 
・会場:国立国語研究所 412方言研究室
9:05"'12:30， 13: 15"'13:45の出席者は，新井，大西，高橋，竹田，日高，松木，松丸，







































2010 (平成2)年 5月23日(日)9:00"'14:45 
・会場:国立国語研究所 多目的室











































































(3)伊能洋先生 作画項目一覧:A4プリント 1枚 …作画していただく 18枚の一覧
(4)作画項目について:A4フリント 19枚 …1項目ずつの作画要領






































































































































































































































































































































のは「全国方言分布調査 調査票付図』納品翌日の， 2010 (平成 2)年 9月 29日であった。
手分けしつつの梱包，搬出，発送作業はいっぱしの肉体労働であった。
以上，本章では，調査項目構築作業の，実際の作業過程に沿いながら，作業の概要(6.1.)，
調査項目選定の基本方針 (6.2. )，共同研究者による項目選定 (6.3. )，調査項目候補の検
討内容 (6.4. )，調査票付図の作成 (6.5. )について述べた。
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